
項 ⽬ 内 容

名称 タンジン [英]Danshen、 Red sage、 Chinese salvia [学名]Salvia  

miltiorrhiza Bunge

概要 タンジンは中国原産の⾼さ30〜100 cmの多年草で、茎は⻩⽩⾊の柔⽑と腺⽑にお

おわれ、⾚紫の根をもつ。5〜8⽉に⻘紫⾊の唇形花を

つける。古くから漢⽅ (丹参) として根を乾燥させた

ものが使⽤されるが、⽇本では根は医薬品に分類され

るため⾷品に⽤いることはできない。

法規・制度 ■⾷薬区分

・葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材

料) 」に該当する。

・根︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅

・タンジンが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・タンシノン、タンシノール、クリプトタンシノン、サルビオール、ビタミンEなど

を含む (23) (29) (33) (75) 。
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メタ分析

・2006年8⽉までを対象に9個のデータベースと10種の中国語雑誌などで検索でき

た無作為化または準無作為化⽐較試験6報について検討したメタ分析において、急性

虚⾎性脳卒中の患者によるタンジン摂取は神経障害の患者数増加と関連が認められ

たが、全ての研究の質が低く、信頼できる結論は得られなかった

(PMID:17443544) 。

・2006年までを対象に4つのデータベースと75種の中国医学雑誌で検索できた無作

為化または準無作為化⽐較試験6報について検討したメタ分析において、⼼筋梗塞患

者によるタンジン7⽇以上の摂取は、総死亡率の低下と関連が認められたが、全ての

研究の質が低く、信頼できる結論は得られなかった (PMID:18425903) 。

RCT

・軽〜中程度⾼⾎圧患者55名 (試験群30名、平均67.1±8.7歳、台湾) を対象とし

た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、降圧薬の服⽤とともに、タンジン

1,000 mg×2回/⽇を12週間摂取させたところ、収縮期⾎圧と脈拍数の低下が認め

られた (PMID:21887804) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=17443544&dopt=Abstract
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http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21887804&dopt=Abstract
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